
「能登半島地震を教訓とした避難者の尊厳を

守るための支援の充実」

～避難者の多様性に配慮した支援策の検討～
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意見交換のテーマ設定について

●「避難者の尊厳」を守るための支援のあり方について意見交換

避難者の尊厳の確保に向けてさらなる支援の工夫が必要

国の指針等
の改正

「場所（避難所）の支援」から
「人（避難者等）の支援」への転換

被災地支援
の経験

被災者の心に寄り添った
支援

これまでの被災地
での状況

●ライフラインの停止に伴うトイレなど衛生環境の悪化
●避難所における食事（栄養の偏りや冷たい食事）
●避難所における劣悪な生活空間と環境

堺市での取組
●ライフライン（水道、下水道など）の耐震化
●災害用物品等備蓄（段ボールベッドやパーティション等）の拡充
●建物の耐震化補助 など

○ 段ボールベッド等は、一部の要配慮者を対象に備蓄しているため全避難者に行き渡らない
○ 多様化する避難行動（在宅避難など）への対応体制が脆弱 など

堺市における避難者支援の課題


